
通
漉
す
る
時
、
特
殊
硲
究

瞬
　
の
酉
洋
吏
準
を
塞
貸
せ

今
後
幾
多
の
特
殊
研
究
を

警
の
如
き
も
の
こ
そ
、
吾

あ
．
ら
う
。
　
（
創
元
就
敢
行

烈
脳
鏡
）
（
井
上
智
勇
）
。

大
南
方
地
政

　
職
局
が
「
庸
愚
慮
り
潜

る
編
心
は
聯
か
薄
ら
い
で

に
於
け
る
編
蠕
の
寓
話
を

以
て
口
紐
し
て
み
る
人
々

に
嘆
か
は
し
い
事
と
嘗
は

塾
つ
ズ
み
る
の
で
あ
れ
ば

う
。
眞
の
纂
識
は
局
．
概
の

　
　
　
　
　
　
　
　
亀

の
搾
る
べ
き
箒
で
あ
る
。

危
誤
を
瓢
け
べ
て
る
な
け
れ

　
此
の
時
、
小
牧
賞
繁
教

政
論
舗
が
琶
に
晦
さ
れ
盛
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な
ら
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そ
こ
に
大
東

態
の
墾
貌
に
も
怯
家
ざ
る

強
固
さ
が
潔
い
仁
…
愈
に
由

さ
に
絢
打
零
れ
ざ
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を
得
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牧
都
塵
は
本
書
の
最
初
に
ド
イ
ツ
地
政
昂
と
臓
本
地
政
畢
と
の
關
聯
に

ズ
明
快
な
解
答
を
顕
へ
ら
淑
、
綴
い
て
即
度
及
び
印
度
洋
愈
談
じ
で
、

聯
邦
の
電
要
挫
に
論
及
さ
れ
れ
上
、
F
更
に
方
向
を
韓
じ
て
濃
洲
及
び
ニ

ジ
ラ
ン
ド
の
重
盗
を
解
き
明
か
さ
れ
る
。
一
方
、
室
賀
助
教
授
は
よ
り

南
方
を
、
邸
ち
印
度
西
郷
牛
島
及
び
菓
4
ン
ド
諸
島
を
、
世
界
全
射
を

…親

p
か
ら
論
違
さ
れ
風
み
つ
。
し
か
も
南
勲
援
の
見
解
は
そ
れ
等
の
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第
鷺
十
巻
第
淵
號

七
八

彙

穿

報

実
畢
科
噺
入
畢
生

前
年
の
墨
翻
改
革
に
建
ふ
新
し
い
甑
難
と
し
て
本
年
四
月
一
重
、
史
學
科

に
本
科
生
六
＋
胤
名
（
内
專
門
學
校
卒
業
生
一
名
）
撰
耕
園
七
名
の
新
入
輪
生

療
｝
浬
へ
議
た
。
是
等
の
規
堕
生
は
眸
年
十
月
の
入
隙
㌘
生
伺
搬
直
ち
に
そ
の
專
双
科

B
を
決
定
し
て
、
弊
舜
時
鍔
策
と
し
て
の
一
年
陽
授
業
停
止
に
關
ナ
る
匙
置

確
定
に
驚
る
電
で
、
從
來
の
立
前
に
依
る
講
義
に
璃
弱
し
て
る
る
。
な
ほ
決

定
し
た
各
科
蘭
島
の
人
員
は
次
の
如
く
ご
あ
る
。
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ほ
ヒ
ト

擁
壌
ゐ
ヘ
ト

擁
季
く
｝

擁
季
帽
N
L
一

瀦
沸
く
乳
ポ

擁
禾

三胤九六1・：一

　　　　一重
名名名名名

宮
嫡
激
授
の
鷹
召
入
隊

搬
科
玉
名

撰
科
隔
名

東
洋
史
箪
二
講
座
搬
任
の
宮
絡
教
授
は
過
般
名
磐
の
雁
召
を
受
け
て
、
勇

躍
砕
蝉
地
を
偶
漁
彊
、
O
月
O
H
掘
押
事
入
隊
せ
ら
れ
た
。
際
爽
に
先
立
っ
て
鐘
月

二
＋
二
巨
午
後
四
時
牛
か
ら
陳
列
館
貴
賓
室
。
史
學
科
教
官
の
批
行
會
を
催

し
て
、
問
教
授
を
中
心
に
、
西
叫
．
郷
波
・
中
村
。
梅
源
・
藤
・
国
村
。
村

川
艶
寸
の
諸
教
官
醗
h
席
、
食
事
を
亜
ハ
に
し
、
霞
た
千
・
道
肌
餓
筑
の
黙
曲
飛
に
な
ご
や

か
な
時
を
過
し
八
時
萌
に
散
脅
し
た
。
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